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〇
は
じ
め
に

　

本
年
四
月
三
十
日
を
以
て
、三
十
年
と

四
ヶ
月
続
い
た「
平
成
」
の
御
代
は
幕
を

閉
じ
る
。同
日
、天
皇
陛
下
が
御ご

じ

ょ

う

い

譲
位（
退

位
）さ
れ
、翌
五
月
一
日
に
皇
太
子
殿
下
が

新
た
な
天
皇
と
し
て
即
位
さ
れ
る
と

と
も
に
、
新
た
な
る
御
代
が
幕
開
け
と

な
る
。
譲
位
は
江
戸
時
代
後
期
の
文
化

十
四
年
（
一
八
一
七
）
に
、
光
格
天
皇
が

仁
孝
天
皇
に
行
っ
た
の
が
最
後
で
あ
る

か
ら
、
実
に
約
二
百
年
ぶ
り
の
歴
史
的

な
出
来
事
で
あ
る
。

　

古
代
よ
り
皇
位
継
承
に
は
様
々
な
儀

式
が
伴
っ
て
き
た
。
中
で
も
重
要
な
の

は
「
践せ

ん

そ

の

ぎ

祚
儀
」「
即
位
儀
」「
大
だ
い
じ
ょ
う
さ
い

嘗
祭
」
で
あ

る
。「
践
祚
儀
」
と
は
皇
祖
天
照
大
神
が

天
孫
に
授
け
た
と
さ
れ
る
三
種
の
神
器

を
継
承
し
て
天
皇
と
な
る
こ
と
で
あ

り
、「
即
位
儀
」
と
は
天
皇
が
皇
位
継
承

の
旨
を
天
下
に
宣
明
し
、
群
臣
よ
り
祝

賀
を
受
け
る
儀
式
で
あ
る
。
そ
し
て
「
大

嘗
祭
」
と
は
天
皇
が
天
照
大
神
に
対
し

て
、
初
め
て
新
穀
か
ら
な
る
食
事
を
お

供
え
す
る
祭
祀
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、

こ
の
う
ち
「
剣け

ん

じ

と

ぎ

ょ

の

ぎ

璽
渡
御
儀
」（
践
祚
儀
の

中
心
と
な
る
儀
）
と
即
位
儀
、
そ
し
て
譲

位
の
際
に
行
わ
れ
た
「
譲
じ
ょ
う
こ
く
の
ぎ

国
儀
」
を
中
心

に
述
べ
る
。

〇
践
祚
儀
と
即
位
儀

　

本
来
、「
践
祚
」
と
「
即
位
」
は
と
も
に

皇
位
を
継
承
し
天
皇
と
な
る
こ
と
を
指

し
た
（
『
養
老
神
祇
令
』）。し
か
し
、両
者

は
平
安
時
代
初
期
の
桓
武
・
平
城
朝
頃

に
右
記
の
意
味
を
持
つ
二
儀
に
分
離
す

る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
と
さ
れ
る（『
続
日

本
紀
』『
日
本
後
紀
』
）
。

　

例
え
ば
持
統
天
皇
の
即
位
儀（
持
統

天
皇
四
年
（
六
九
〇
）
）で
は
、天
皇
が
皇

位
を
継
承
す
る
日
、
①
中
臣
氏
に
よ
る

「
天
あ
ま
つ
か
み
の
よ
ご
と

神
寿
詞
」（
祝
賀
の
詞
）の
奏
上
と
②

忌
部
氏
に
よ
る
天
皇
へ
の「
神
し
ん
じ
の
き
ょ
う
け
ん

璽
鏡
剣
」

（
神
器
の
鏡
と
剣
）
の
献
上
が
行
わ
れ
、

ま
た
③
皇
位
継
承
の
天
下
へ
の
公
示
及

び
そ
れ
に
対
す
る
群
臣
の
拝
礼
も
同

日
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
る（『
日
本
書

紀
』
）
。
し
か
し
、
後
に
①
と
②
は
皇
位
継

承
と
同
日
に
行
わ
れ
る
践
祚
儀
と
し
て

分
化
し
、
即
位
儀
は
践
祚
儀
か
ら
日
を

隔
て
て
③
の
み
を
行
う
儀
式（
現
在
の

「
即
位
礼
正
殿
の
儀
」
）と
な
っ
た
。

　

こ
れ
は
皇
位
継
承
が
政
争
の
火
種
と

な
り
得
た
時
代
に
あ
っ
て
、
即
位
に
先

立
ち
神
器
を
新
帝
に
移
す
こ
と
で
皇
位

継
承
を
確
定
す
る
た
め
に
成
立
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、平
城
天
皇
の

段
階
で
御
鏡
は
別
格
に
祀
ら
れ
て
動
座

す
る
こ
と
は
な
く
、
代
わ
っ
て
御
璽（
勾

玉
）
が
御
剣
と
と
も
に
継
承
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
剣
璽
渡
御（
現

在
の
「
剣
璽
等
承
継
の
儀
」）と
い
う
。

　

同
時
に
そ
の
背
景
に
は
、
古
く
か
ら

の
即
位
儀
が
、
国
家
の
国
際
化
に
伴
い

唐
風
化
す
る
と
い
う
変
化
が
あ
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
伝
統
的
な
①
と
②
は
儀
式

の
形
式
に
そ
ぐ
わ
な
く
な
り
、
伝
統
保

持
的
な
大
嘗
祭
の
翌
日
に
移
行
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
即
位
儀
で
神
器

の
継
承
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
代
わ
り

に
、
先
帝
の
崩
御
日
（
譲
位
日
）
に
践
祚

儀
と
し
て
剣
璽
渡
御
儀
を
行
う
よ
う
に

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、大

嘗
祭
翌
日
の
剣
璽
奉
上
は
、
天
長
十
年

（
八
三
三
）の
仁
明
天
皇
大
嘗
祭
を
最
後

に
廃
止
さ
れ
た
。

〇
即
位
儀
の
内
容
と
変
化

　

平
安
時
代
の
即
位
儀
の
様
相
は
、
平

安
時
代
中
期
の
儀
式
書『
儀
式
』
で
知

る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
を
要
約
す
る

と
、即
位
儀
と
は
、冕べ
ん
ふ
く服
姿
の
天
皇
が
国

家
政
務
の
中
心
で
あ
る
大だ
い
ご
く
で
ん

極
殿
内
の

高た

か

み

く

ら

御
座（
玉
座
）
に
着
御
し
、
宣せ
ん
み
ょ
う
し

命
使
に

よ
る
即
位
宣
命
の
宣
制
に
続
き
、
礼ら
い
ふ
く服

姿
の
群
臣
ら
の
拝
礼
を
受
け
る
儀
式
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

　

冕
服
と
は
袞こ
ん
べ
ん
じ
ゅ
う
に
し
ょ
う

冕
十
二
章
と
い
い
、
秦

の
始
皇
帝
の
姿
に
想
像
さ
れ
る
よ
う
な

大
陸
風
の
天
子
装
束
で
あ
る
。
群
臣
も

大
陸
風
の
礼
服
を
着
て
お
り
、
さ
ら
に

儀
式
の
中
で
は
天
上
に
向
け
て
即
位
の

旨
を
奉
告
す
る
焼
香
も
為
さ
れ
る
な

ど
、
即
位
儀
に
全
体
的
に
大
陸
風
の
面

影
が
濃
い
の
は
既
述
の
通
り
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
室
町
時
代
の
一い
ち
じ
ょ
う
か
ね
ら

条
兼
良

は「
御
即
位
は
漢
朝
の
礼
儀
を
学
ぶ
な

り
。大
嘗
会
は
神
代
の
風
儀
を
う
つ
す
」

（『
代
始
和
抄
』）と
述
べ
た
。

　

高
御
座
と
は
、
屋
根
に
鳳
凰
な
ど
を

飾
り
付
け
た
御
輿
型
の
屋
形
を
三
層
の

壇
上
に
載
せ
た
構
造
の
玉
座
で
あ
る
。

正
面
の
御
帳
が
開
か
れ
る
こ
と
で
天
皇

に
謁
見
す
る
設
え
と
な
っ
て
い
た
。
ま

た
宣
命
使
が
読
む
即
位
宣
命
と
は
、
即

位
の
旨
を
天
下
に
宣
制
す
る
天
皇
の
言

葉
で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
群
臣
は
最

敬
礼
の
再
拝
を
行
っ
た
。

　

即
位
儀
は
平
安
時
代
以
降
、前
近
代
を

通
じ
て
大
き
な
変
革
は
な
く
行
わ
れ
た

が
、近
代
の
幕
開
け
と
な
る
明
治
天
皇
の

即
位
儀
は
、
大
陸
風
か
ら
一
新
し
革
新

的
に
伝
統
を
追
い
求
め
る
形
式
と
な
っ

た
。
天
皇
は
冕
服
で
は
な
く
束
帯
の

黄こ

う

ろ

ぜ

ん

の

ご

ほ

う

櫨
染
御
袍
を
着
し
、
高
御
座
で
は
な

く
御み
ち
ょ
う
だ
い

帳
台
に
着
御
し
た
。
庭
上
に
は
銅

烏
・
四
神
な
ど
の
大
陸
的
な
意
匠
の
旗

類
で
は
な
く
、
榊
を
つ
け
た
神
道
的
な

幣
帛
が
立
て
ら
れ
た
。
さ
ら
に
天
上
に

即
位
を
示
す
香
炉
に
代
わ
る
も
の
と
し

て
、
天
下
そ
の
も
の
を
表
す
大
地
球
儀

が
置
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

〇
譲
国
儀

　

譲
位
に
あ
た
り
、「
譲
国
儀
」と
い
う
儀

式
が
行
わ
れ
た
。こ
れ
は
譲
位
す
る
天
皇

（
先
帝
）と
受
禅（
譲
位
を
受
け
て
新
た
に

天
皇
と
な
る
こ
と
）す
る
皇
太
子（
新
帝
）

が
と
も
に
出
御
し
、宣
命
使
の
読
む
譲
位

宣
命
に
つ
づ
き
、新
帝
へ
剣
璽
渡
御
が
な

さ
れ
る
儀
式
で
あ
る
。
譲
位
と
受
禅
は
、

主
体
が
異
な
る
だ
け
で
と
も
に
皇
位
継

承
を
表
す
表
裏
一
体
の
言
葉
で
あ
り
、当

然
こ
れ
ら
は
同
時
発
生
の
概
念
で
あ
る
。

譲
国
儀
に
お
い
て
皇
太
子
は
、
譲
位
宣

命
の
直
後
か
ら「
天
皇
」と
呼
称
が
変
わ

り
、
ま
た
新
帝
の
退
出
と
と
も
に
先
帝

（
上
皇
）の
元
に
あ
っ
た
剣
璽
が
新
帝
に

随
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

〇
結
び
に
か
え
て

　

本
年
四
月
三
十
日
に
は
今
上
陛
下
の

御
譲
位
（
退
位
）
と
な
る「
退
位
礼
正
殿

郷土はんのう

皇
位
継
承
を
め
ぐ
る
儀
式

　

|
古
代
の
践
祚
・
即
位
・

　
　
　
　
　
　

譲
位
か
ら
|

　
　
　
　
　
　
　

木
村　

大
樹
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の
儀
」が
行
わ
れ
る
。
譲
国
儀
を
参
考
に

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で

は
宣
命
使
で
は
な
く
陛
下
直
々
の
「
お

こ
と
ば
」
に
よ
っ
て
御
譲
位
の
旨
が
示

さ
れ
る
。
ま
た
そ
の
儀
場
に
剣
璽
は
安

置
さ
れ
る
も
の
の
、
こ
れ
ら
が
新
帝
の

元
に
渡
る
の
は
翌
五
月
一
日
の
「
剣
璽

等
承
継
の
儀
」
に
お
い
て
で
あ
る
。
つ
ま

り
表
裏
一
体
の
譲
位
と
受
禅
が
、
日
を

隔
て
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ

で
は
そ
の
是
非
を
問
う
の
で
は
な
く
、

歴
史
上
の
一
つ
の
流
れ
と
し
て
捉
え
た

い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
憲
政
史
上
初
の

画
期
と
な
る
御
譲
位
で
あ
る
。
今
後
更

な
る
整
備
・
準
備
の
報
道
に
耳
を
傾
け

な
が
ら
、
皇
位
継
承
お
よ
び
種
々
の
儀

式
、
そ
し
て
大
嘗
祭
が
滞
り
な
く
行
わ

れ
る
こ
と
を
静
か
に
祈
念
し
た
い
。

　

（
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｐ
Ｄ
研
究
員
）

　　
（
※
本
稿
は
講
演
内
容
の

　
　
　
　
　
　
　

抄
録
と
な
り
ま
す
）

は
じ
め
に

　

天
平
年
間
に
大
流
行
し
た
天
然
痘
は

多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た
。
そ
の
数
は

国
民
の
三
分
の
一
に
及
ぶ
と
も
い
わ

れ
る
。
聖
武
朝
は
こ
れ
に
対
し
仏
法
の

験
力
を
以
て
封
じ
よ
う
と
し
た
（
天
平

十
三
年(

741)

国
分
寺
建
立
詔
の
発
布
）。

す
な
わ
ち
諸
国
に
国
分
僧
寺
と
国
分
尼

寺
を
建
立
し
、
前
者
は
「
金
光
明
最
勝
王

経
」
を
根
本
経
典
と
し
て
国
家
鎮
護
を
、

後
者
は
「
法
華
経
」
を
根
本
経
典
と
し
て

滅
罪
を
祈
念
せ
し
め
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

正
式
名
称
は
「
金
光
明
四
天
王
護
国
之

寺
」「
法
華
滅
罪
之
寺
」と
呼
ぶ
。国
分
二

寺
の
造
営
は
、
特
に
光
明
皇
后
の
願
い

で
あ
っ
た
。

　

な
ぜ
国
分
尼
寺
の
根
本
経
典
に「
法

華
経
」が
採
用
さ
れ
た
の
か
。そ
れ
は
中

国
で
「
瘡
」(

天
然
痘)

と「
癩
」(

ハ
ン
セ

ン
氏
病)

の
業
病
は
仏
罰
と
し
て
下
さ

れ
る
病
で
あ
り
、
法
華
経
は
滅
罪
の
力

を
持
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
思
想
を
光
明
皇
后
に
伝
え
た

の
は
、
留
学
僧
と
し
て
唐
に
渡
っ
た
道

慈
か
玄　

の
ど
ち
ら
か
と
思
わ
れ
る
。

武
蔵
国
分
寺
の
造
営　
　
　

　

(1)
先
行
し
た
七
重
塔(
８
世
紀
中
頃)

創
建
期
に
策
定
さ
れ
た
東
南
区
画
を
ほ

ぼ
二
等
分
し
た
中
央
に
七
重
塔
が
置
か

れ
る
（
Ia
期
）
。
そ
の
他
の
建
物
は
不
明
。

こ
の
段
階
で
七
重
塔
の
造
営
に
協
力
し

た
郡
は
、
南
比
企
窯
跡
群（
鳩
山
町
）で
、

秩
父
郡
・
比
企
郡
、
南
多
摩
窯
跡
群（
稲

城
市
）
で
、
多
磨
郡
・
都
築
郡
・
榛
沢
郡
・

賀
美
郡
の
６
郡
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
郡

の
瓦
は
、
七
重
塔
に
供
給
さ
れ
た
。

　

塔
の
基
壇
規
模:

17.7
ｍ
四
方
、
建
物
規

模:

初
層
辺
長 

33
尺
。
承
和
二
年(

835)

、

神
火(

落
雷)

に
よ
り
焼
失(

『
続
日
本

後
紀
』)

。
承
和
十
二
年(

845)

、男
衾
郡
の

前
大
領
で
あ
る
壬
生
吉
志
福
正
が
再
建

を
願
い
出
て
許
さ
れ
る
。
再
建
塔
の
瓦

は
東
金
子
窯
跡
群（
入
間
市
）
を
中
心
と

し
て
焼
成
さ
れ
た
。
高
麗
郡
が
関
与
し

て
い
る
。

　

(2)
本
格
的
伽
藍
の
成
立(

８
世
紀
後
半)

　

こ
の
段
階
で
、国
分
僧
寺
の
七
重
塔
・

金
堂
・
講
堂
・
僧
坊
・
中
門
・
伽
藍
地
区
画

施
設
、
お
よ
び
国
分
尼
寺
の
造
営
が
ほ

ぼ
完
成
。国
分
僧
寺
・
国
分
尼
寺
と
も
特

異
な
伽
藍
配
置
を
と
る
。　
　

　

金
堂

　
　

基
壇
規
模 

45.4
×
26.2
ｍ(

河
原
石
に　
　

　
　

よ
る
乱
石
積
基
壇)

　
　

建
物
規
模
桁
行
七
間(

36.2
ｍ)

×

　
　

梁
行
四
間(

16.6
ｍ) 

　

講
堂

　
　

創
建
期
基
壇
規
模
34.4
×
22.6
m
、建
物

　
　

規
模
桁
行
五
間(

28.5
ｍ)

×
梁
行
四

　
　

間(

16.6
ｍ)

の
南
北
二
面
廂
建
物　

　
　

で
あ
る（
通
常
は
仏
堂
建
物
な
の
で

　
　

四
面
廂
建
物
に
な
る
の
が
普
通
）。

　
　

再
建
期
基
壇
規
模
42.4
×
22.8
ｍ
、建
物

　
　

規
模
桁
行
七
間(

36.2
ｍ)

×
梁
行
四

　
　

間(

16.6
ｍ)

、再
建
建
物
で
通
常
の
四

　
　

面
廂
建
物
に
造
り
替
え
ら
れ
る
。

　

僧
坊

　
　

桁
行
一
五
間
×
梁
行
四
間
の
建
物　

　
　

が
、伽
藍
地
内
の
東
西
に
二
棟
建

　
　

て
ら
れ
た
。

　

鐘
楼

　
　

基
壇
規
模
東
西 

11.5
ｍ
×
南
北
14.3
ｍ
、

　
　

西
側
の
経
蔵
も
同
規
模
で
あ
ろ
う
。

　

中
門

　
　

壺
地
業
に
よ
る
八
脚
門
、建
物
規
模

　
　

桁
行
三
間(

95
ｍ)
×
梁
行
二
間

　
　

(

5.9
ｍ)

　

側
藍
地
区
画
施
設

　
　

創
建
期
の
区
画
施
設
は
掘
立
柱
塀　

　
　

で
、東
西
約
156
ｍ
、
南
北
約
131
ｍ
で

　
　

あ
る
が
、後
に
同
規
模
で
築
地
塀
に

　
　

建
て
替
え
ら
れ
た
。

　

(3)
珍
し
い
伽
藍
配
置

　

武
蔵
国
分
寺
は
、
廻
廊
を
も
た
な
い

珍
し
い
伽
藍
配
置
で
計
画
さ
れ
、
講
堂

も
二
面
廂
の
切
妻
構
造
、さ
ら
に
、
中
門

も
小
規
模
な
壺
地
業
の
構
造
で
あ
り
、

中
門
の
規
模
・
構
造
か
ら
も
廻
廊
を
敷

設
す
る
計
画
は
な
か
っ
た
。

　

武
蔵
国
分
寺
は
創
建
の
当
初
か
ら
、

塔
・
金
堂
・
僧
坊
の
み
が
強
調
さ
れ
た
伽

藍
配
置
で
計
画
さ
れ
て
い
た
。こ
れ
は
、

武
蔵
国
分
寺
の
本
格
的
造
営
計
画
が
、

天
平
十
九
年
十
一
月
（
747
）
に
発
令
さ
れ

た
国
分
寺
造
営
促
進
督
促
令
の
詔
に
基

づ
き
、
そ
の
令
達
に
沿
っ
て
行
わ
れ
た

好
例
で
あ
ろ
う
。

　

(4)
武
蔵
国
の
全
郡
体
制
が
確
立

　

こ
の
段
階
で『
和
名
類
聚
抄
』
記
載
の

武
蔵
国
21
郡
の
中
で
新
羅
郡
を
除
く
20

郡
の
文
字
瓦
が
出
土
。
武
蔵
国
分
二
寺

を
造
営
す
る
た
め
の
全
郡
の
協
力
体
制

が
完
成
す
る
。（
新
羅
郡
の
み
の
文
字
瓦

が
発
見
さ
れ
な
い
理
由
と
し
て
、
新
羅

郡
は
天
平
宝
字
二
年(

758)

に
設
置
さ

れ
た
郡
で
あ
り
、
国
分
寺
の
完
成
後
に

成
立
し
た
郡
と
す
る
見
解
が
強
い
。
し

か
し
時
期
的
に
建
郡
後
と
な
る
七
重
塔

再
建
時
に
も
新
羅
郡
の
文
字
瓦
は
確
認

さ
れ
て
い
な
い
）

　

(5)
特
異
な
伽
藍
配
置
が
生
ま
れ
た
原

郷土はんのう

武
蔵
国
分
寺
の

　
　
　
　
　

造
営
と
高
麗
郡

　
　
　
　
　
　
　
　

須
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る
。
そ
こ
に
武

蔵
国
分
寺
の
造

営
に
対
す
る
特

性
が
存
在
し
た

と
い
っ
て
よ
い
。

　

そ
う
し
た
特
性

が
生
ま
れ
た
要

因
は
、
長
い
間

続
い
た
荒
川
流

域
と
多
摩
川
流

域
の
二
つ
の
文

化
圏
が
一
つ
に

包
括
さ
れ
て
武

蔵
国
が
誕
生
し

た
と
い
う
歴
史

性
に
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
地
域

的
特
性
が
も
つ

現
実
を
、
ど
の

よ

う

に

克

服

し
、
造
営
の
た

め
の
組
織
を
編

成
す
る
の
か
が

武
蔵
国
分
寺
を

造
営
す
る
た
め

の
最
大
の
課
題

で
あ
っ
た
。
統

一
さ
れ
た
文
様　
　
　
　

　
　

意
匠
を
も
た
な

い
組
織
編
成
の
方
法
は
、
い
く
つ
か
の

地
域
的
特
性
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
有
効

な
方
法
の
一
つ
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
そ
の
中
に
、
最
終
的
に
統
一

さ
れ
た
文
様
・
製
作
技
法
が
あ
っ
た
。高

句
麗
系
様
式
の
瓦
で
あ
る
。
こ
の
様
式

瓦
は
、創
建
期
に
わ
ず
か
に
存
在
し
、七

重
塔
再
建
期
に
は
多
数
と
な
り
、
10
世

葺
化
は
９
世
紀
中
項
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

武
蔵
国
分
寺
の
軒
先
瓦
は
、
８
世
紀

中
頃
の
創
建
期
か
ら 

10
世
紀
代
の
補

修
期
に
至
る
ま
で
、
統
一
さ
れ
た
文
様
・

意
匠
を
も
つ
こ
と
は
無
か
っ
た
。
特
異

な
伽
藍
配
置
を
も
つ
こ
と
も
同
様
で
あ

郡
全
郡
が
ま
と
ま
り
に
く
い
国
で
あ
っ

た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
武
蔵
国
の
古

墳
時
代
か
ら
の
歴
史
性
が
、
国
家
的
事

業
を
推
進
す
る
際
の
、
組
織
の
編
成
方

法
に
反
映
し
た
。

　

今
一
つ
は
、
知
識
に
よ
る
資
材
・
労
働

力
の
寄
進
で
あ
る
。
知
識(

結
・
物)

と

は
、
仏
菩
薩
と
結
縁
を
結
ぶ
た
め
、造
寺

等
に
関
し
財
物
・
労
働
力
を
寄
進
す
る

人(

集
団
・
財
物)

で
あ
る
。

高
麗
郡
に
よ
る
国
分
寺
造
営
事
業
へ
の

協
力

　

(1)
高
麗
郡
独
自
の
窯
業
生
産

　

高
麗
郡
（
霊
亀
二
年(

716)

建
郡
）
が

自
郡
で
窯
業
生
産
事
業
に
直
接
関
与
し

た
の
は
、
８
世
紀
中
頃
に
須
恵
器
・
瓦
生

産
を
開
始
し
た
前
内
出
窯
跡
・
東
八
木

窯
跡
群
が
成
立
し
た
頃
で
、
国
分
寺
造

営
事
業
へ
の
協
力
が
契
機
で
あ
る
。 

そ
れ
以
前
に
も
高
句
麗
系
渡
来
人
が
南

比
企
窯
跡
群
の
小
谷
Ｂ
・
広
町
Ｂ
地
区

周
辺
で
、
技
術
伝
習
と
し
て
窯
業
生
産

に
関
係
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

前
内
出
窯
・
東
八
木
窯
で
は「
高
」
の

文
字
瓦
を
生
産
し
て
い
る
。
前
内
出
窯

で
焼
成
し
た
「
高
」
の
同
印
文
字
瓦
が
武

蔵
国
分
僧
寺
の
金
堂
・
中
門
か
ら
出
土
。

特
に
、
中
門
か
ら
の
出
土
が
多
い
。

　

(2)
高
麗
郡
独
自
の
寺
院
造
営

  

こ
の
時
期
に
、
女
影
廃
寺(

高
麗
郡
の

郡
名
寺
院)

が
瓦
葺
で
創
建
さ
れ
る
。

国
分
寺
造
宮
が
契
機
で
あ
る
。そ
の
他
、

大
寺
廃
寺(

山
林
寺
院)

、高
岡
廃
寺(

僧

勝
楽
の
埋
葬
寺
院
か)

の
造
営
も
こ
の

頃
。
但
し
、
後
者
に
お
け
る
二
か
寺
の
瓦

因
は
何
か

　

①
武
蔵
国
国
分
寺
は
、
当
初
の
寺
院

地
そ
の
も
の
を
東
に
規
模
を
縮
小
し
て

移
動
し
、
Ib
期
に
は
七
重
塔
の
造
営
継

続
と
新
た
に
大
規
模
な
金
堂
と
僧
坊
を

造
営
し
た
。
ま
た
、
新
た
に
講
堂
・
中
門

お
よ
び
伽
藍
地
区
画
施
設
の
造
営
を

行
っ
た
が
、
講
堂
は
二
面
廂
の
切
妻
造
、

中
門
は
小
規
模
な
壺
事
業
構
造
の
建
物

で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
伽
藍
区
画
施
設
は

板
塀
で
、
儀
式
空
間
と
し
て
重
要
な
廻

廊
は
最
後
ま
で
造
ら
れ
な
か
っ
た
。 

　

②
武
蔵
国
分
寺
は
、
塔
・
金
堂
・
僧
坊

が
優
先
さ
れ
て
造
営
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、

天
平
十
九
年
の
国
分
寺
造
営
促
進
の
詔

に
沿
っ
て
造
営
さ
れ
た
典
型
的
な
国
分

寺
と
し
て
評
価
で
き
る
。
し
か
し
、
武
蔵

国
20
郡
全
郡
の
協
力
体
制
が
、
武
蔵
国

分
寺
造
営
段
階
の
ど
の
段
階
ま
で
続
い

た
の
か
が
問
題
と
な
る
。

　

③
武
蔵
国
は
、
荒
川
流
域
と
多
摩
川

流
域
の
文
化
圏
を
包
括
し
て
建
国
さ
れ

た
国
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
地
域
は
、
６

世
紀
の
安
閑
天
皇
期
に
お
け
る
武
蔵
国

造
の
反
乱
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
も

と
も
と
歴
史
的
背
景
が
異
な
る
地
域
で

あ
っ
た
。

　

④
国
分
寺
の
造
営
に
あ
た
り
各
郡
の

郡
・
郷
・
人
名
を
記
名
し
た
理
由
に
は
、

二
つ
の
解
釈
が
あ
る
。
一
つ
は
各
郡
の

規
模
に
応
じ
た
数
量
を
均
等
に
負
担
す

る
方
式
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
税
の
一
種
で

あ
る
雑
徭
の
援
用
で
あ
る
。
こ
う
し
た

方
法
を
採
用
し
た
背
景
の
一
つ
に
、
20

郷土はんのう

図１ 武蔵国分寺出土の郡・人名文字瓦
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品
で
あ
る
。
こ
の
品
種
は
中
国
か
ら
九

州
に
伝
来
し
、
関
東
北
部
に
は
小
田
原

北
条
氏
が
支
配
し
た
頃
も
た
ら
さ
れ
た

と
言
わ
れ
、
外
秩
父
一
帯
の
山
麓
に
分

布
し
て
い
る
。
奈
良
時
代
に
は
右
近
の

橘
、
左
近
の
桜
と
柑
橘
の
一
種
で
あ
る

橘
は
珍
重
さ
れ
て
い
た
。
以
前
訪
れ
た

奈
良
の
橘
寺
の
門
前
に
は
橘
が
植
え

ら
れ
て
い
た
。
こ
の
実
が
福
ミ
カ
ン
に

そ
っ
く
り
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
沖
縄
の

シ
ー
ク
ン
サ
ー
も
よ
く
似
て
い
る
。
さ

ら
に
桜
島
ミ
カ
ン
も
同
様
で
あ
る
。
今

後
、
現
地
で
比
較
し
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

　

五　

飯
能
で
の
斜
面
の
温
暖
帯
が
見　

ら
れ
る
地
域

　

飯
能
で
の
山
間
地
と
し
て
南
高
麗
の

上
分
黒
指
・
細
田
地
区
が
あ
る
。黒
指
は

標
高
二
五
〇
〜
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
細

田
は
三
五
〇
〜
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
集

落
が
展
開
し
て
い
る
。
現
地
の
方
の
話

で
は
福
ミ
カ
ン
が
あ
る
家
が
多
い
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
区
は
歴
史
上

小
田
原
北
条
氏
の
一
族
が
移
り
住
ん
で

開
発
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
地
区
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ー
も
高
く
、
最
近
で
は
市

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
あ
り
春
と
秋
、
お

散
歩
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
五
キ
ロ
の
眺

望
の
良
い
山
道
ハ
イ
キ
ン
グ
を
し
な
が

ら
地
区
の
人
と
触
れ
会
う
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
て
賑
わ
っ
て
い
る
。
同
様
の

地
形
の
あ
る
秩
父
市
吉
田
の
室
久
保
地

区（
椋
神
社
の
北
方
）
は
最
近
斜
面
中
腹

の
温
暖
帯
を
利
用
し
て
カ
ボ
ス
栽
培
が

盛
ん
で
、
近
く
の
道
の
駅
の
人
気
商
品

と
な
っ
て
い
る
。

路
か
ら
降
り
て
く
る
と
前
方
南
斜
面
中

腹
に
展
開
す
る
日
当
た
り
の
よ
い
蜜
柑

園
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
こ
で
、

二
万
五
千
分
の
一
地
形
図
を
使
用
し
て

蜜
柑
園
の
分
布
図
を
作
成
し
て
み
た
。

そ
の
結
果
蜜
柑
園
は
谷
底
か
ら
三
〇

メ
ー
ト
ル
高
い
、
標
高
二
二
〇
メ
ー
ト

ル
か
ら
斜
面
上
部
の
三
一
〇
メ
ー
ト
ル

ま
で
に
分
布
し
て
い
た
。
こ
の
分
布
は

気
温
の
逆
転
層
で
あ
る
斜
面
の
温
暖
帯

に
相
当
し
て
い
た
。
土
地
の
人
の
話
で

は
軒
先
に
霜
が
降
り
る
の
も
少
な
く
、

蜜
柑
の
木
に
も
コ
モ
が
覆
わ
れ
て
い
な

い
。
か
つ
て
現
地
を
視
察
し
た
本
場
静

岡
の
人
も
驚
い
た
そ
う
で
あ
る
。

　

三　

地
形
か
ら
み
た
蜜
柑
栽
培
地

　

先
ほ
ど
、
風
は
蜜
柑
の
葉
の
表
面
温

度
を
奪
う
の
で
大
敵
で
あ
る
と
述
べ

た
。
北
限
と
言
わ
れ
て
地
域
の
蜜
柑
園

は
背
後
に
尾
根
が
あ
り
、
強
風
を
防
い

で
い
る
。
地
形
図
で
尾
根
筋
を
記
し
て

み
る
と
よ
く
わ
か
る
。
風
布
に
隣
接
す

る
小
林
地
区
で
は
斜
面
は
東
を
向
い
て

い
る
が
三
方
を
尾
根
に
囲
ま
れ
て
風
が

弱
い
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

　

四　

福
ミ
カ
ン
の
栽
培
地

　

こ
れ
ら
の
地
域
に
見
ら
れ
る
特
色
あ

る
果
樹
と
し
て
福
ミ
カ
ン
の
木
が
あ

る
。小
ミ
カ
ン
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。樹

齢
百
年
を
超
す
も
の
も
あ
り
、
枝
葉
が

伸
び
た
く
さ
ん
の
実
が
な
り
縁
起
物
と

し
て
年
末
の
酉
の
市
で
も
売
ら
れ
た
と

い
う
。
皮
と
房
が
分
か
れ
皮
は
乾
燥
さ

せ
て
胡
麻
・
唐
辛
子
な
ど
と
混
ぜ
薬
味

に
作
ら
れ
て
香
が
よ
く
地
域
限
定
の
商

り
し
た
風
対
策
が
必
要
で
あ
る
。
温
州

蜜
柑
の
栽
培
条
件
は
次
の
よ
う
に
言
わ

れ
て
い
る
。
マ
イ
ナ
ス
三
℃
に
な
る
と

葉
が
表
側
に
巻
き
込
ん
で
下
垂
し
、
マ

イ
ナ
ス
四
℃
か
ら
五
℃
あ
る
い
は
マ
イ

ナ
ス
三
℃
で
も
長
時
間
続
く
と
被
害
葉

は
落
葉
し
は
じ
め
る
。ま
た
、寒
風
害
に

つ
い
て
は
回
帰
式
で
落
葉
率
が
表
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
強
風
の
あ
た
る
蜜

柑
園
で
は
風
速
を
抑
制
す
る
必
要
が
あ

る
。
で
は
、
斜
面
の
気
温
は
ど
の
よ
う
で

あ
る
か
風
布
で
の
観
測
事
例
を
述
べ

る
。

　

一　

風
布
蜜
柑
園
の
斜
面
の
気
温

　

蜜
柑
園
の
あ
る
斜
面
の
谷
底
か
ら
斜

面
の
上
限
ま
で
の
七
地
点
に
最
低
温
度

計
を
設
置
し
た
。
そ
の
結
果
一
九
七
六

年
一
月
二
五
日
に
谷
底
の
一
九
〇
メ
ー

ト
ル
と
蜜
柑
園
の
下
限
に
近
い
二
三
〇

メ
ー
ト
ル
以
上
の
斜
面
で
は
四
・
三
℃

〜
四
・
五
℃
の
差
が
生
じ
た
。
冷
え
込

み
が
緩
ん
だ
翌
二
六
日
は
四
・
〇
℃
〜

四
・
八
℃
の
差
が
生
じ
た
。こ
れ
を
気
温

の
逆
転
と
い
い
幅
が
あ
る
の
で
逆
転
層

と
い
う
。
逆
転
と
は
気
温
が
下
層
よ
り

上
層
の
方
が
温
か
く
な
っ
た
現
象
で
あ

る
。
ま
た
、
谷
底
近
く
と
斜
面
中
腹
部
に

設
置
し
た
自
記
温
度
計
で
は
二
四
時
間

斜
面
の
気
温
変
化
を
見
る
こ
と
が
で
き

特
に
夜
間
で
は
五
℃
前
後
の
逆
転
が
生

じ
て
い
た
。
観
光
蜜
柑
園
の
あ
る
東
秩

父
村
堂
平
、
と
き
が
わ
町
大
槻
で
も
気

温
の
逆
転
層
は
明
瞭
に
表
れ
て
い
た
。

　

二　

土
地
利
用
図
か
ら
見
た
蜜
柑
栽
培
地

　

風
布
の
蜜
柑
園
は
皆
野
寄
居
有
料
道

紀
に
は
主
流
を
占
め

る
よ
う
に
な
っ
た
。
高

句
麗
系
渡
来
人
が
一

貫
し
て
瓦
作
り
に
関

与
し
た
結
果
で
あ
り
、

彼
ら
の
果
た
し
た
役

割
は
大
き
か
っ
た
と

評
価
で
き
よ
う
。

　

（
当
会
会
員
・
元
国
士

舘
大
学
教
授
・

　
　
　
　
日
本
高
麗
浪
漫
学
会

会
長
）

　　　

最
近
は
温
暖
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と

も
あ
り
、
家
の
庭
に
も
た
わ
わ
に
実
っ

た
蜜
柑
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ

こ
で
は
観
光
蜜
柑
園
の
北
限
と
い
わ
れ

る
関
東
周
辺
山
麓
を
考
察
す
る
。
東
か

ら
茨
城
県
日
立
市
十
王
町
、
筑
波
山
西

麓
桜
川
市
、
栃
木
県
那
須
烏
山
市
国
見
、

埼
玉
県
寄
居
町
小
林
・
風
布
、
群
馬
県
藤

岡
市
鬼
石
で
あ
る
。
何
れ
の
地
域
も
斜

面
の
温
暖
帯
と
防
風
効
果
の
あ
る
斜
面

地
形
が
見
ら
れ
る
。
一
方
日
本
海
側
で

は
暖
流
の
対
島
海
流
の
影
響
を
受
け
た

地
域
に
見
ら
れ
る
が
、
冬
場
の
し
っ
か

郷土はんのう

図 2  武蔵国分寺・窯跡出土の各種「高」文字瓦

山
間
地
斜
面
の
気
温
構
造
と

　
　
　
　
　
　
　
　

土
地
利
用

　
　
　
　
　
　
　
　

菊
池 

建
太
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清
、
同
菊
房
丸
祖
母（
マ
マ
）昌
忠
、丙
子

初
春
十
一
日
」と
あ
り
、こ
の
時
点
で
は

未
だ
に
中
山
氏
を
称
し
て
い
な
い
。
諏

訪
神
社
は
現
在
の
第
一
小
学
校
南
門
前

の
旧
大
泉
寺
境
内
付
近
に
建
立
さ
れ
た

と
伝
え
ら
れ
、
こ
れ
は
判
乃
氏
の
館
跡

地
で
あ
る
。
ま
た「
諏
訪
宮
再
興
之
事
、

本
願
智
観
寺
住
僧
法
印
慶
賢
、
大
壇
那

加
治
勘
解
由
左
衛
門
吉
範
、
當
所
諸
檀

那
代
官
小
室
三
右
衛
門
成
就
坊
、
于
時

天
正
十
二
年
七
月
吉
日
」
と
あ
り
、こ
の

時
に
現
在
地
や
や
東
側
に
遷
宮
さ
れ
た

よ
う
で
あ
る
。

　

ま
た
中
山
勘
解
由
家
範
は「
加
治
勘

解
由
左
衛
門
吉
範
」を
称
し
て
い
て
、中

山
氏
を
称
し
た
の
は
早
く
て
も
家
勝
の

代
、
確
実
な
の
は
家
範
の
代
と
考
え
ら

れ
る
。
同
時
に
家
勝
の
代
か
ら
、
諱
の

「
季
」
の
文
字
を
捨
て
て
、
そ
れ
ま
で
家

祖
以
来
中
山
氏
に
連
な
る
系
譜
で
は
使

用
例
の
な
い「
家
」の
文
字
を
使
用
し
て

い
る
の
は
面
白
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

戦
国
期
で
は
加
治
三
河
守
が
天
文
９

年
１
５
４
０
）
に
滝
山
城
に
在
城
し
て

い
た
が
、「
三
河
守
」は
実
景
、
実
季
な
ど

中
山
加
治
氏
に
名
乗
る
者
が
見
え
る
た

め
、
家
勝
と
思
わ
れ
る
。

　

中
山
家
が
江
戸
幕
府
に
提
出
し
た
家

譜（
寛
永
諸
家
系
図
伝
）に
よ
る
と
、「
元

は
加
治
を
称
し
、
の
ち
中
山
に
住
す
る

に
よ
り
中
山
と
号
す
。
い
つ
れ
の
と
き

あ
ら
た
む
る
こ
と
を
し
ら
ず
」と
あ
り
、

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
で
は「
十
三
代
の

孫
家
勝
に
い
た
り
同
郷
中
山
村
に
う
つ

り
住
せ
し
よ
り
、
家
号
と
す
と
い
ふ
」と

あ
り
、
家
譜
で
は
一
族
の
中
山
移
住
を

家
勝
の
代
と
し
て
い
る
。
館
址
発
掘
さ

１
３
８
７
）ま
で
使
用
さ
れ
た
と
伝
わ
り
、

そ
の
後
の
居
館
も
ま
た
不
明
で
あ
る
。

　

金
子
氏
宛
北
条
氏
康
文
書
に
よ
れ
ば
、

永
禄
４
年（
１
５
６
１
）
に
加
治
氏
の
本

領
で
あ
る
加
治
惣
領
分
100
貫
文
が
金
子

氏
に
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、元
加

治
の
加
治
氏
は
後
北
条
氏
か
ら
の
離
反

に
よ
っ
て
本
領
を
失
い
、
加
治
本
家
の

父
祖
伝
来
の
土
地
も
闕
所
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

中
居
の
宝
蔵
寺
は
加
治
氏
館
と
伝
わ

り
、宝
蔵
寺
開
基
の
加
治
豊
後
新
左
衛
門

尉
貞
継
の
位
牌
が
残
る
。「
豊
後（
守
）」や

諱
の「
貞
」
は
加
治
本
家
に
見
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、中
居
の
加
治
氏
館
は
加
治
本
家

の
移
住
地
と
し
て
一
つ
の
候
補
と
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。現
在
も
宝

蔵
寺
墓
地
北
側
の
山
腹
緩
斜
面
に
Ｌ
字

形
の
空
堀
を
認
め
ら
れ
る
。

　

２
、中
山
氏

　

中
山
氏
は
家
季
の
次
男
助
季
が
分
家

し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
中
山
の

名
字
は
戦
国
期
に
至
る
ま
で
史
料
上
は

確
認
で
き
な
い
。

中
山
氏
の
菩
提
寺
と
な
っ
て
い
る
智
観

寺
で
は
埋
没
し
た
南
北
朝
期
の
宝
篋
印

塔
が
複
数
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
は
墓

域
が
何
ら
か
の
理
由
で
断
絶
し
た
こ
と

を
想
像
さ
せ
、
当
地
域
に
権
力
の
交
代

が
あ
っ
た
こ
と
も
想
像
さ
せ
る
。
中
山

氏
は
智
観
寺
の
縁
起
と
は
裏
腹
に
、
動

向
が
確
認
で
き
る
の
は
戦
国
時
代
中
頃

か
ら
で
あ
る
。

　

中
山
氏
が
永
正
13
年
（
１
５
１
６
）
に

勧
請
し
た
諏
訪
八
幡
神
社
の
棟
札
に

「
大
壇
那
加
治
菊
房
丸
助
、
願
旦
那
平
重

は
比
企
郡
中
山
村
（
現
川
島
町
中
山
）を

本
貫
地
と
す
る
桓
武
平
氏
の
一
族
で
、

次
回
市
史
編
纂
の
際
に
は
訂
正
を
お
願

い
し
た
い
。

　

ま
た
加
治
氏
や
中
山
氏
の
系
図
は
、

残
念
な
が
ら
信
用
で
き
な
い
部
分
が
多

い
。
史
料
が
少
な
く
実
在
を
確
認
で
き

な
い
人
物
も
い
る
し
、
実
在
が
確
実
な

の
に
系
図
上
に
見
ら
れ
な
い
人
物
も

い
る
。
例
え
ば
心
応
寺
や
宝
蔵
寺
を
開

基
し
た
加
治
貞
継
は
実
在
が
確
認
で
き

る
人
物
で
、
加
治
本
家
が
用
い
る「
豊
後

（
守
）
」
を
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、そ
の

当
時
加
治
一
族
の
中
心
的
存
在
だ
っ
た

と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
名
を
系
図
上
に

見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
中

山
家
臣
山
崎
家
の
系
図
は「
貞
継
末
裔
」

と
し
て
い
る
。
貞
継
の
系
が
名
字
を
山

崎
に
替
え
た
の
か
、
分
家
し
て
山
崎
を

称
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
他
に
も

実
規
（
『
鎌
倉
黄
梅
院
文
書
』）、頼
貞（
青

梅
市
安
楽
寺
大
般
若
経
）
な
ど
も
確
認

で
き
な
い
。

　

加
治
氏
の
本
家
筋
は
現
在
の
元
加
治

に
本
拠
を
置
い
て
い
た
。
円
照
寺
に
は

元
久
２
年
（
１
２
０
５
）の
二
俣
川
の
戦

い
で
戦
死
し
た
加
治
家
季（
１
１
６
４

〜
１
２
０
５
）
の
板
碑
が
あ
る
が
、同
様

に
中
山
智
観
寺
に
も
加
治
家
季
を
追
善

す
る
板
碑
が
あ
る
。

　

加
治
本
家
は
鎌
倉
幕
府
滅
亡
に
際
し

て
北
条
氏
に
殉
じ
て
勢
力
を
失
い
、『
太

平
記
』
に
見
え
る
加
治
豊
後
守
家
貞
や

そ
の
孫
の
代
以
降
、
そ
の
動
向
を
示
す

記
録
は
希
薄
と
な
る
。

　

そ
の
居
館
で
あ
る
加
治
氏
館
は
、一
説

に
加
治
季
貞
の
至
徳
年
間（
１
３
８
４
〜

　

最
後
に
斜
面
の
温
暖
帯
利
用
で
は
な

く
谷
底
の
寒
さ
利
用
の
産
業
と
し
て
天

然
氷
採
取
が
あ
っ
た
。
埼
玉
県
の
実
施

し
た
荒
川
総
合
調
査
で
は
秩
父
と
比
企

地
域
が
詳
し
い
が
入
間
郡
に
も
あ
っ

た
。
飯
能
市
で
は
昭
和
五
年
の
組
合
名

簿
で
は
飯
能
町
元
飯
能
工
藤
店
、
原
市

場
村
唐
竹
の
宮
寺
店
が
あ
る
。
清
流
名

栗
川
の
水
を
利
用
し
た
天
然
氷
採
取
を

地
域
お
こ
し
に
再
現
し
て
も
面
白
い
。

　
　
　
　

（
立
正
大
学
地
球
環
境
学
部　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

非
常
勤
講
師
）

　

戦
国
時
代
に
飯
能
市
域
で
勢
力
を

持
っ
て
い
た
の
は
岡
部
氏
・
加
治
氏
・
中

山
氏
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
国
衆
と
い
う

ほ
ど
の
勢
力
は
無
く
、
近
隣
の
有
力
家

に
従
う
家
で
あ
っ
た
。

　

戦
国
時
代
に
飯
能
を
取
り
巻
く
有
力

な
勢
力
と
し
て
は
山
内
上
杉
氏
（
越
後

上
杉
氏
）
、
北
条
氏
、
大
石
氏
、
三
田
氏
な

ど
で
、
そ
れ
ら
の
動
向
に
大
き
な
影
響

を
受
け
て
い
る
。

　

１
、 

加
治
氏
（
本
家
）

　

『
飯
能
市
史
・
通
史
』
で
は
『
吾
妻
鏡
』

に
登
場
す
る
中
山
次
郎
重
実
、
四
郎
重

政
、
五
郎
為
重
な
ど
を
挙
げ
て
丹
党
に

属
す
る
者
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

郷土はんのう

戦
国
時
代
と
飯
能
武
士　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
澤 

等
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ら
見
る
と
、あ
く
ま
で
陪
臣（
八
王
子
の

家
臣
）と
い
う
立
場
で
あ
っ
た
。

　

中
山
氏
の
系
図
を
一
旦
無
視
し
、
想

像
を
た
く
ま
し
く
し
て
考
え
て
み
た

い
。
一
つ
の
仮
説
と
し
て
加
治
本
家
が

中
居
に
移
り
、
そ
こ
か
ら
通
説
よ
り
も

遅
く
分
か
れ
た
一
流
が
中
山
氏
と
な
っ

た
と
い
う
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

中
居
と
中
山
と
い
う
近
し
い
地
勢
、
中

山
に
接
す
る
宝
蔵
寺
や
心
応
寺
を
開
基

し
た
加
治
貞
継
が
系
図
上
に
見
ら
れ

ず
、
加
治
氏
・
中
山
氏
の
系
図
が
信
用
で

き
な
い
こ
と
、
そ
の
貞
継
の
子
孫
山
崎

氏
が
中
山
氏
の
家
臣
と
な
っ
て
い
る
こ

と
、
山
崎
氏
が
智
観
寺
住
職
と
な
っ
て

い
る
こ
と
。
中
山
氏
が
家
譜
に
お
い
て

家
勝
の
代
に
中
山
に
移
り
住
ん
だ
と
し

て
い
る
こ
と
。
そ
の
後
の
中
山
氏
の
氏

照
家
臣
と
し
て
の
地
位
な
ど
、
状
況
的

に
再
検
討
に
価
す
る
と
思
わ
れ
、
中
山

氏
は
加
治
本
家
を
代
替
す
る
よ
り
近
し

い
存
在
と
思
わ
れ
る
。

　
３
、赤
沢
加
治
氏

　

赤
沢
に
本
拠
を
置
い
た
加
治
氏
は
、

家
祖
加
治
家
季
の
子
実
景
の
子
孫
と
さ

れ
る（
『
飯
能
市
史
通
史
編
』）。
た
だ
し

旗
本
と
な
っ
た
加
治
家
の
系
図
で
は
、

頼
胤
以
前
に
空
白
が
あ
り
不
明
な
点
が

多
い
。
赤
沢
に
は
実
景
の
兄
弟
が
赤
沢

氏
を
名
乗
っ
て
土
着
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
実
景
の
系
統
が
赤
沢
に
本
拠
を
置

い
た
の
は
時
間
的
な
ズ
レ
が
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

　

赤
沢
に
移
る
前
に
ど
こ
に
本
拠
を
置

い
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
一
説

に
は
加
治
本
家
が
八
王
子
落
城
後
に
赤

従
関
係
に
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
と
思

う
。そ
の
永
年
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
、

戦
国
期
に
至
っ
て
も
他
の
飯
能
武
士
よ

り
も
滝
山
城
大
石
氏
・
北
条
氏
と
主
従

関
係
を
結
び
や
す
か
っ
た
と
も
考
え
ら

れ
る
。

　

天
正
８
年（
１
５
８
０
）
12
月
６

日
北
条
氏
照
朱
印
状
写
（
武
州
文
書

２
２
０
３
）
で
は
、
小
山（
埼
玉
県
坂
戸

市
）
で
平
山
伊
賀
守
重
吉
（
檜
原
城
主
）

の
家
臣
が
起
こ
し
た
相
論
で
不
正
な
裁

き
を
行
っ
た
中
山
大
炊
助
を
、「
前
代
未

聞
」と
怒
っ
た
氏
照
が
、家
範
に
究
明
を

指
図
し
て
い
る
。
中
山
大
炊
助
と
い
う

人
物
は
来
歴
不
明
だ
が
、
こ
の
当
時
に

は
中
山
氏
は
代
官
や
奉
行
的
な
職
を
行

う
存
在
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

本
能
寺
の
変
に
よ
っ
て
起
こ
っ
た

天
正
壬
午
の
乱
に
よ
り
、
滝
川
一
益
が

上
方
に
戻
り
、
下
野
国
も
北
条
氏
照
の

担
当
に
戻
っ
た
た
め
に
家
臣
を
赴
任

さ
せ
て
い
る
。
中
山
家
範
は
天
正
12
年

（
１
５
８
４
）４
月
27
日
北
条
氏
照
家
臣

と
し
て
下
野
国
小
山
で
戦
っ
て
い
る
。

氏
照
家
臣
野
村
高
貞
の
覚
書
で
は
以
下

の
よ
う
に
出
て
く
る
。

　

「
佐
野
小
野
寺
谷
に
て
働
之
時
、山
中

（
マ
マ
）勘
解
由
・
岸
野
重
郎
兵
衛
・
高
瓦

（
尾
か
）
玄
蕃
、
其
他
邇
貳
拾
騎
に
て
鑓

御
座
候
時
、
敵
跡
先
ヨ
リ
取
巻
申
候
ニ

付
、中
山
勘
解
由
指
圖
を
以
て
、
馬
を
入

追
崩
引
上
申
候
事
」

　

中
山
家
範
は
こ
の
当
時
す
で
に
氏
照

家
中
で
軍
兵
を
指
揮
す
る
立
場
を
確
立

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
『
小
田

原
衆
所
領
役
帳
』
に
は
中
山
の
名
が
見

え
な
い
こ
と
か
ら
、
小
田
原
北
条
氏
か

き

る
。
加

治

氏
は
す
で
に

応

永

23

年

（
１
４
１
６
）

の
上
杉
禅
秀

の
乱
で
、大
石

憲
重
ら
と
山

内
上
杉
憲
基

に
属
し
て
い

る
。同
じ
飯
能

武
士
の
岡
部

氏
や
赤
沢
加

治
氏
は
北
条

氏
旗
下
か
ら

三
田
氏
に
主

替
え
し
、再
び

北
条
に
帰
参

し
て
お
り
そ

の
動
向
を
異

に
し
て
い
る
。

中
山
氏
も
家

勝
の
代
に
は
山
内
上
杉
氏
に
属
し
て
い

た
と
伝
わ
る
が
、
中
山
氏
は
三
田
氏
を

経
ず
に
北
条
（
大
石
）
氏
照
に
仕
え
た
た

め
に
、
氏
照
陪
臣
と
い
う
立
場
と
な
っ

た
周
辺
土
豪
か
ら
は
一
歩
抜
き
ん
で
た

地
位
を
獲
得
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。

　

青
木
の
地
に
城
（
青
木
第
二
会
自
治

館
付
近
）
を
築
い
た
大
石
重
仲
は
大
石

憲
重
の
弟
で
駿
河
守
家
と
称
さ
れ
る
。

重
仲
は
武
蔵
・
下
野
両
国
の
守
護
代
で

あ
っ
た
が
、
享
徳
の
大
乱
の
際
、享
徳
４

年
（
１
４
５
５
）
に
分
倍
河
原
の
戦
い
で

戦
死
し
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
地
位
に
隔

た
り
の
あ
る
重
仲
が
青
木
に
城
を
築
い

て
い
た
の
だ
か
ら
、
中
山
氏
に
繋
が
る

こ
と
に
な
る
加
治
氏
は
、
大
石
氏
と
主

れ
な
い
限
り
、
中
山
移
住
・
廃
絶
時
期
は

未
詳
で
あ
る
。

　

中
山
氏
や
加
治
本
家
は
他
の
飯
能
武

士
と
異
な
り
、
青
梅
勝
沼
の
三
田
衆
に

は
属
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
、
そ
の

名
は
確
認
で
き
な
い
。
長
尾
景
虎
が
永

禄
３
年
（
１
５
６
０
）
に
上
州
に
進
攻
し

た
際
、
そ
の
旗
の
下
に
参
集
し
た
上
野
、

下
野
、
武
蔵
、
常
陸
、
上
総
、
下
総
、
安
房

の
七
か
国
255
名
の
幕
紋
を
記
し
た『
関

東
幕
注
文
』
で
は
三
田
衆
に
属
し
た
岡

部
氏
や
赤
沢
加
治
氏
の
名
は
見
え
る

が
、
中
山
氏
は
見
ら
れ
な
い
。

　

中
山
氏
は
隣
接
す
る
中
居
の
宝
蔵

寺
周
辺
で
大
石
氏
と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ

ン
も
構
築
し
て
い
た
こ
と
も
想
像
で

郷土はんのう
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妻
も
三
田
氏
家
臣
の
藤
橋
越
前
守
の
娘

で
あ
る
。ま
た
天
文
22
年（
１
５
５
３
）に

は
、三
田
氏
の
領
地
で
あ
る
相
模
国
酒
匂

郷
の
代
官
と
し
て
岡
部
広
定
の
名
が
確

か
め
ら
れ
る
。さ
ら
に『
関
東
幕
注
文
』に

も
勝
沼（
三
田
）
衆
と
し
て
岡
部
氏
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
旗
本
岡
部
氏
の
家
譜
は
三
田

氏
に
関
わ
る
部
分
を
す
べ
て
消
去
し
て

い
る
。『
小
田
原
衆
所
領
役
帳
』
に
よ
る

と
、
天
文
18
年（
１
５
４
９
）
時
点
で
、
岡

部
氏
が
い
た
日
影
村
は
松
田
氏
の
所
領

と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
後
、
岡
部
氏
は

三
田
氏
に
従
っ
て
上
杉
方
に
寝
返
っ
て

い
る
。
三
田
氏
滅
亡
後
、
岡
部
氏
は
他
の

勝
沼
衆
と
共
に
北
条
氏
照
率
い
る
滝
山

衆
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
で
、松
田
氏

の
元
に
帰
参
し
た
か
否
か
は
史
料
上
で

は
不
明
で
あ
る
。し
た
が
っ
て
岡
部
吉
正

が
小
田
原
城
中
で
松
田
憲
秀
切
腹
の
際

に
介
錯
を
し
、高
野
山
に
登
っ
た
と
い
う

神
社
の
棟
札
に「
大
檀
那
小
野
朝
臣
岡

部
長
門
守
憲
澄
、当
社
御
造
営
、
寛
正
三

年（
１
４
６
２
）二
月
二
十
四
日
」、ま
た

同
社
の
棟
札
に
は
憲
澄
の
曾
孫
泰
忠
も

「
大
檀
那
小
野
朝
臣
岡
部
右
衛
門
三
郎

泰
忠
、
天
文
十
八
年
三
月
日
」
と
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
岡
部
泰
忠
は
、
そ
の
直

後
に
居
城
リ
ュ
ウ
ガ
イ
城
を
北
条
氏

（
上
杉
と
の
説
も
あ
り
）に
攻
め
ら
れ
討

死
し
て
い
る
。

　

そ
の
子
の
忠
泰
は
落
城
時
に
幼
少

だ
っ
た
た
め
、
日
影
村
（
原
市
場
付
近
）

に
逃
れ
た
。
赤
沢
の
星
宮
神
社
背
後
の

山
に
は
、
も
う
一
つ
リ
ュ
ウ
ガ
イ
城
が

あ
る
が
、
こ
れ
も
岡
部
氏
と
三
田
氏
の

勢
力
下
の
城
と
想
像
で
き
る
。
あ
る
い

は
飯
能
市
大
河
原
の
龍
崖
山
（
リ
ュ
ウ

ガ
イ
城
）
も
同
様
の
役
目
を
持
っ
た
城

で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

　

父
の
敗
死
を
味
わ
っ
た
忠
泰
は
、
長

じ
て
北
条
氏
家
臣
松
田
康
秀
に
仕
え
、

天
正
６
年（
１
５
７
８
）
、
越
後
に
お
い

て
上
杉
景
勝
と
上
杉
景
虎
が
戦
っ
た
御

館
の
乱
に
援
兵
と
し
て
赴
き
討
死
し
て

い
る
。
そ
し
て
そ
の
子
忠
吉
は
天
正
18

年（
１
５
９
０
）に
小
田
原
の
役
に
際
し

て
は
、上
総
国
久
保
田
城
を
守
り
、
戦
後

は
日
影
村
に
戻
り
籠
居
し
た
と
い
う
。

さ
ら
に
そ
の
子
吉
正
は
、
小
田
原
城
中

で
松
田
憲
秀
切
腹
の
際
に
介
錯
を
し
、

高
野
山
に
登
っ
た
と
家
譜
に
家
譜
に
書

か
れ
お
り
、
こ
の
話
し
は
『
飯
能
市
史
』

で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
岡
部
氏
に
は
こ
の
事

績
の
他
に
三
田
氏
と
の
関
係
が
あ
っ
た

は
ず
で
あ
る
。忠
吉
の
母
は
三
田
氏
家
臣

宮
寺
四
郎
左
衛
門
の
娘
で
、
弟
忠
重
の

移
し
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

長
尾
景
虎
が
永
禄
３
年（
１
５
６
０
）

に
上
州
に
進
攻
し
た
時
の
記
録
で
あ
る

『
関
東
幕
注
文
』
で
は
、
三
田
衆
の
中
に

「
賀
（
加
）
治
修
理
亮
」
と
登
場
し
、
修
理

亮
と
は
頼
胤
の
子
胤
勝
の
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
時
期
に
北
条
氏
か
ら
離
反
し
、

勝
沼
（
三
田
）
衆
と
し
て
、
毛
呂
、
岡
部
、

平
山
、
師
岡
と
と
も
に
上
杉（
長
尾
）
の

旗
下
に
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　
４
、
岡
部
氏

　

岡
部
氏
は
武
蔵
七
党
小
野
姓
猪
俣
党

（
小
野
姓
）
で
、
源
平
合
戦
一
の
谷
の
戦

い
で
平
忠
度
（
た
だ
の
り
・
清
盛
の
異

母
弟
）
を
討
ち
取
っ
た
六
弥
太
忠
澄
が

有
名
で
あ
る
。
岡
部
氏
は
吾
那
保
に
所

領
を
得
て
、
戦
国
期
は
現
在
の
吾
野
駅

南
側
の
山
に
リ
ュ
ウ
ガ
イ
城
を
築
い
て

居
城
と
し
て
い
た
。
防
御
力
の
高
い
城

郭
を
保
持
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
他
の

飯
能
武
士
よ
り
も
強
力
な
権
力
基
盤

を
継
承
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
吾

野
周
辺
は
、
永
正
年
間（
１
５
０
４
〜

１
５
２
１
）
に
は
青
梅
の
三
田
氏
の
勢

力
圏
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
戦
国
期
岡

部
氏
は
三
田
氏
に
臣
従
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　

岡
部
氏
に
つ
い
て
は
吾
那
郷
に
あ
っ

た
瑞
岩
寺
の
造
立
記
録
で「
小
野
高

忠
」
と
あ
り
、
少
な
く
と
も
貞
和
年
間

（
１
３
４
５
〜
１
３
４
９
）以
前
に
吾
野

地
区
に
土
着
し
て
い
た
こ
と
が
確
実
で

あ
る
。
し
か
し
史
料
が
少
な
く
、そ
の
活

動
は
家
譜
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　

戦
国
時
代
初
期
の
当
主
憲
澄
は
扇
谷

上
杉
定
正
に
属
し
て
い
る
。
ま
た
我
野

沢
に
住
ん
だ
と
も
さ
れ
る
が
、
す
で
に

弘
治
３
年
（
１
５
５
７
）
の
薬
師
堂
の

棟
札
、
元
亀
２
年
（
１
５
７
１
）
の
星
宮

神
社
棟
札
に
名
が
見
え
て
お
り
、
ま
た

通
字
に
本
家
と
の
繋
が
り
も
な
い
。
黒

田
基
樹
著
『
武
蔵
三
田
氏
』
で
は
『
関
東

幕
注
文
』
に
出
る
賀
治
修
理
亮
（
胤
勝
）

や
清
戸
三
番
衆
に
見
え
る
加
治
弥
六
郎

（
春
家
）
を
加
治
本
家
と
解
釈
さ
れ
て
い

る
が
、
賀
治
修
理
亮
は
赤
沢
に
本
拠
を

置
い
て
い
た
加
治
氏
で
、
加
治
弥
六
郎

は
中
山
系
加
治
氏
の
分
家
で
あ
る
。
私

は
赤
沢
加
治
氏
を
加
治
本
家
と
は
早
く

に
分
か
れ
た
一
族
と
解
釈
し
て
い
る

が
、
断
定
す
る
に
至
ら
ず
、
そ
の
系
譜
に

つ
い
て
は
後
学
に
委
ね
た
い
。
ま
た
赤

沢
と
い
う
土
地
柄
、
戦
国
期
は
岡
部
氏

と
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
と
想
像
で
き

る
。
菩
提
寺
は
勝
輪
寺
（
廃
寺
）
で
、
現
在

も
墓
地
に
は
加
治
氏
の
墓
が
残
さ
れ
て

い
る
。

　

赤
沢
加
治
氏
は
、
諱
に
他
の
加
治
一

族
で
は
見
ら
れ
な
い
「
胤
」
の
文
字
を
用

い
る
が
、
こ
れ
は
軍
神
妙
見
を
信
仰
す

る
桓
武
平
氏
千
葉
氏
族
に
多
い
も
の
で

あ
る
。
本
拠
を
定
め
た
赤
沢
に
は
星
宮

神
社
（
旧
称
妙
見
社
）
が
あ
り
、
元
亀
２

年
（
１
５
７
１
）
の
再
興
の
際
に
奉
納
さ

れ
た
棟
札
が
る
。
そ
こ
に
は
加
治
修
理

大
夫
、
岡
部
小
次
郎
佐
、
久
林
民
部
少
輔

の
名
が
連
名
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
当
時

す
で
に
妙
見
を
信
仰
し
て
い
た
こ
と
は

確
実
で
あ
る
。
ま
た
丹
党
武
士
の
氏
神

で
あ
る
丹
生
社
も
、
金
錫
寺
本
堂
裏
に

確
認
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
金
錫
寺

に
は
加
治
氏
に
関
わ
る
伝
聞
も
ほ
と
ん

ど
な
く
、
丹
生
社
も
近
隣
の
廃
寺
か
ら

郷土はんのう
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く
短
期
間
の
内
に
廃
さ
れ
た
と
思
わ
れ

る
。
禄
米
250
俵
の
旗
本
。

　

【
岡
部
氏
の
そ
の
後
】

　

八
王
子
落
城
後
、
岡
部
氏
は
小
瀬
戸

に
籠
居
し
、現
在
の
第
二
小
学
校
付
近
に

居
を
構
え
た
。
吉
正
は
家
康
に
仕
え
、
名

護
屋
陣
、
関
ヶ
原
、
大
坂
の
陣
な
ど
に
供

奉
し
、１
５
０
０
石
の
中
ク
ラ
ス
の
旗
本

と
な
る
。後
に
分
家
に
５
０
０
石
を
分
け

１
０
０
０
石
と
な
る
。本
家
は
代
々
江
戸

城
御
書
院
番
を
勤
め
た
。

　

か
つ
て
は
直
竹
の
長
光
寺
が
菩
提
寺

で
、現
在
も
宝
篋
印
塔
が
残
る
。『
南
高
麗

郷
土
史 

資
料
集
１ 

地
誌
・
村
誌
』に
は
、

中
央
の
一
番
大
き
な
宝
篋
印
塔
が
岡
部

忠
正（
吉
正
）、
右
が
岡
部
忠
勝
、
左
が
岡

部
忠
義
と
解
説
さ
れ
て
い
る
が
、こ
れ
は

間
違
っ
て
い
る
。正
し
く
は
中
央
が
岡
部

吉
次（
養
子
・
酒
依
昌
吉
の
子
）、
右
は
吉

房
で
、
左
の
忠
義
の
み
が
正
し
い
。
ま
た

そ
の
後
ろ
に
並
ぶ
墓
石
の
内
、中
央
の
宝

篋
印
塔
は
岡
部
忠
吉
の
娘
で
酒
依
昌
吉

の
正
室
の
も
の
で
あ
る
。旗
本
酒
依
家
は

甲
斐
武
田
旧
臣
で
、墓
は
近
年
ま
で
能
仁

寺
に
あ
っ
た
が
、現
在
は
日
高
市
の
常
円

寺
に
移
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、岡
部
家
が
江
戸
に
屋
敷
を
構

え
た
こ
と
か
ら
、葬
地
は
杉
並
の
天
桂
寺

に
移
さ
れ
た
。
多
摩
郡
田
畑
村（
現
在
の

杉
並
区
成
田
西
付
近
）
を
領
し
、
領
地
の

境
界
に
植
え
た
杉
の
並
木
が
、現
在
の
杉

並
区
の
名
称
の
元
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　

（
日
本
家
紋
研
究
会
会
長
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

当
会
理
事
）

城
を
前
に
落
ち
さ
せ
て
近
郷
に
隠
れ
て

い
た
と
い
う
説
が
通
説
だ
が
、
他
の
軍

記
物
よ
り
も
成
立
年
代
の
早
い
『
太
閤

記
』
で
は
勘
解
由
の
首
級
を
僧
に
持
た

せ
て
小
田
原
城
に
い
る
嫡
男
照
守
（
当

時
す
で
に
成
人
）
に
対
面
さ
せ
る
記
述

と
な
っ
て
お
り
、
嫡
男
照
守
は
氏
照
に

従
い
小
田
原
城
に
詰
め
て
い
た
と
考
え

る
べ
き
で
は
無
い
か
と
思
う
。

　

照
守
は
八
條
流
馬
術
の
名
手
で

上
田
七
本
槍
の
一
人
に
数
え
ら
れ
、

３
５
０
０
石
の
大
身
の
旗
本
と
な
っ

た
。
後
年
江
戸
大
火
の
罪
を
負
っ
た

「
八
百
屋
お
七
」を
裁
い
た
中
山
直
房
や

大
名
と
な
っ
た
黒
田
直
邦
は
照
守
の
曾

孫
。
次
男
信
吉
は
水
戸
徳
川
家
の
付
家

老
と
な
り
常
陸
国
松
岡
２
万
石
の
所
領

を
得
る
。
10
代
信
敬（
の
ぶ
た
か
）
は
藩

主
徳
川
宗
翰（
む
ね
も
と
）
の
九
男
。
明

治
維
新
後
、
水
戸
中
山
家
は
松
岡
立
藩

が
認
め
ら
れ
諸
侯
に
列
し
た
。

　

【
赤
沢
加
治
氏
の
そ
の
後
】

　

系
図
に
よ
る
と
戦
国
期
に
加
治
兵
庫

大
夫
頼
胤
は
山
内
上
杉
憲
政
（
上
杉
謙

信
の
義
父
）に
仕
え
功
績
あ
り
、中
山
村

前
田
の
地（
玉
宝
寺
の
地
）を
与
え
ら
れ

た
と
い
う
。
当
地
は
藤
兵
衛
屋
敷
と
呼

ば
れ
て
い
る
が
、『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』

に
よ
る
と
藤
兵
衛
を
名
乗
る
の
は
頼
胤

よ
り
四
代
後
で
、
江
戸
御
家
人
と
な
っ

た
則
胤
で
あ
る
。則
胤
の
代
以
降
、
葬
地

を
赤
沢
の
勝
輪
寺
か
ら
能
仁
寺
に
変
更

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
前
田
の
藤
兵
衛

屋
敷
は
則
胤
が
営
ん
だ
近
世
初
頭
の
館

と
思
わ
れ
る
。以
後
、江
戸
の
居
所
を
移

す
こ
と
に
な
る
の
で
、
前
田
の
館
は
ご

に
充
て
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
計
算

で
は
二
千
人
以
上
の
避
難
民
を
受
け
入

れ
た
計
算
に
な
る
。

　

中
山
勘
解
由
家
範
は
松
木
曲
輪
の
守

備
を
担
当
し
、
見
事
な
采
配
で
攻
め
手

を
苦
し
め
た
末
、
中
ノ
丸
に
退
き
自
刃

し
た
。
こ
の
活
躍
は
後
の
軍
記
物『
小
田

原
北
条
記
』
や
『
関
八
州
古
戦
録
』
な
ど

に
も
描
か
れ
て
い
る
。
唐
竹
に
あ
る
岡

部
円
信
（
個
人
蔵
・『
飯
能
の
石
塔
』）
の

宝
篋
印
塔
は
、
落
城
日
を
没
年
月
日
と

し
て
お
り
、
岡
部
一
族
に
は
旗
本
岡
部

氏
の
系
図
に
載
ら
な
い
戦
死
者
が
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

　

八
王
子
城
で
の
戦
死
者
は
、
直
後
に

相
即
寺
（
八
王
子
市
泉
町
）が
調
べ
た
と

こ
ろ
両
軍
併
せ
て
１
２
８
３
人
の
遺
体

を
確
認
し
た
と
い
う
。
相
即
寺
と
大
善

寺
の
過
去
帳
に
は
併
せ
て
約
250
人
、
そ

の
他
の
寺
院
の
過
去
帳
も
併
せ
る
と
680

人
ほ
ど
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

八
王
子
城
落
城
か
ら
６
日
後
、
秀
吉

は
八
王
子
城
で
捕
ら
え
た
女
性
約
60
人

の
う
ち
、
小
田
原
に
籠
城
し
て
い
る
者

の
妻
子
以
外
は
解
放
し
、
元
の
居
住
地

に
送
り
届
け
る
よ
う
上
杉
景
勝
に
命
じ

た
。
ま
た
小
田
原
城
に
籠
も
っ
て
い
た

城
兵
の
妻
子
も
、
そ
れ
以
前
に
落
城
し

た
城
の
女
子
と
同
じ
よ
う
に
恥
辱
を
与

え
ず
小
田
原
城
に
送
る
よ
う
に
と
命
じ

た
。
こ
こ
に
八
王
子
城
の
戦
い
は
終
息

し
、
同
時
に
飯
能
の
戦
国
時
代
も
終
わ

り
を
告
げ
た
。

　
６
、
飯
能
武
士
の
そ
の
後

　

【
中
山
氏
の
そ
の
後
】

　

中
山
家
範
の
二
子
は
八
王
子
城
の
落

家
伝
は
慎
重
に
扱
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
５
、
八
王
子
城
の
戦
い
（
戦
国
時
代
の

終
焉
）

　

天
正
18
年
（
１
５
９
０
）
、
天
下
統
一

を
進
め
る
豊
臣
秀
吉
は
、
再
三
の
上
洛

命
令
を
拒
否
し
続
け
て
い
た
小
田
原
北

条
氏
を
、
約
20
万
の
軍
勢
で
攻
め
た
。
飯

能
武
士
は
ほ
と
ん
ど
が
八
王
子
城
で

華
々
し
く
戦
っ
て
、
あ
る
者
は
城
に
殉

じ
、
ま
た
命
を
繋
げ
て
帰
郷
し
た
。

早
々
に
北
条
氏
照
の
旗
下
と
な
っ
て
い

た
中
山
勘
解
由
家
範
は
、
城
下
に
館
を

構
え
籠
城
衆
の
中
で
も
主
導
的
な
立
場

で
あ
っ
た
。
他
の
飯
能
武
士
達
は
三
田

衆
の
解
体
後
に
滝
山
衆

に
組
み
込
ま
れ
、
軍
兵
と
し
て
入
城
し

て
い
た
。

　

【
八
王
子
城
に
籠
城
し
た
と
思
わ
れ

る
飯
能
（
関
係
氏
も
含
む
）
の
人
々
】

　

本
橋
、
小
越
（
小
蒼
、
小
倉
・
コ
グ
イ
）
、

井
出
、
神
田
、
岡
部
、
若
林
、
加
治
、
島
村
、

尾
島
、
山
崎
、
須
田
、
太
田
、
市
川
、
青
木
、

岡
登
（
岡
上
）
、
赤
沢
、
浅
見
、
大
野
、
新
、

新
井
、
加
藤
、
荒
鬼
（
荒
木
）
、
山
口
、
小

室
、
国
分
、
鈴
木
、
久
林
、
佐
藤
、
細
田
、
木

崎
、
岩
渕
、
島
崎
、
野
口
、
宮
沢
、
宮
寺
、
久

下
、
金
子
、
師
岡
、
藤
橋
、
豊
泉
、
中
丸
、
宮

倉
な
ど
。

　

秀
吉
は
戦
い
の
２
ヶ
月
前
に
は
八
王

子
城
近
郷
に
あ
る
高
乗
寺
と
椚
田
郷
に

禁
制
が
与
え
、
関
係
の
な
い
者
の
避
難

場
所
を
設
定
し
て
い
る
。
高
乗
寺
で
は

避
難
者
を
収
容
す
る
小
屋
を
建
て
て
、

逃
げ
て
き
た
者
か
ら
小
屋
銭
40
文
を
徴

収
し
た
。
こ
の
小
屋
銭
は
93
貫
文
も
集

ま
り
、
そ
の
中
か
ら
諸
費
用
を
差
し
引

い
た
49
貫
文
で
山
門
な
ど
の
新
造
費
用

郷土はんのう
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30
年
余
に
亘
る
平
成
が
終
わ
り
、
新

し
い
時
代
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
改
元
は
太
平
洋
戦
争
の
敗
戦

を
折
り
返
し
点
と
し
た
明
治
百
五
十
年

の
区
切
り
と
重
な
る
と
い
う
点
に
お
い

て
も
何
か
し
ら
深
く
感
じ
ら
れ
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。

　

郷
土
は
ん
の
う
39
号
は
定
例
会
で
の

お
話
を
記
録
す
る
形
で
講
師
の
先
生
方

に
執
筆
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
６
月

の
高
澤
氏
に
は
戦
国
期
の
飯
能
の
豪
族

に
つ
い
て
の
詳
し
い
ま
と
め
と
論
考

を
。
８
月
の
須
田
氏
に
は
千
年
以
上
前

の
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
当
高
麗
郡
が

ど
の
よ
う
に
貢
献
し
た
か
に
つ
い
て
。

12
月
の
菊
池
氏
に
は
関
東
周
辺
の
蜜
柑

栽
培
の
背
景
と
な
る
土
地
利
用
の
科
学

的
特
徴
に
つ
い
て
。
２
月
の
木
村
氏
に

は
日
頃
知
り
え
な
い
皇
位
継
承
の
儀
式

に
つ
い
て
。

ご
精
読
・
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
関
根
）

 「
渋
沢
栄
一
と
日
本
近
代
化
遺
産
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
師
　
知
久
裕
昭
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
深
谷
市
教
育
委
員
会
）

　・十
二
月
十
五
日(

土) 
  「

山
間
地
斜
面
の
気
温
構
造
と
土
地
利
用

　
　
　
　
　
─
柑
橘
栽
培
地
を
例
に
し
て
─
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
師
　
菊
池
建
太
氏

   

　
　
　
　  （
立
正
大
学
地
球
環
境
学
部  

非
常
勤
講
師
）

　・二
月
十
八
日(

土) 
  「

皇
位
継
承
を
め
ぐ
る
儀
礼

　
　
　
　
　
─
古
代
の
譲
位
と
即
位
─
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
師
　
木
村
大
樹
氏

　
　
　
　
　（
國
學
院
大
学 

研
究
開
発
機
構
Ｐ
Ｄ
研
究
員
）

▽
郷
土
は
ん
の
う
発
行

　・三
月
三
十
一
日
　
三
十
九
号

　 ◎
平
成
三
十
一
年
度
事
業
計
画

▽
総
会

　・四
月
二
十
〇
日(

土)

　
　 

講
演
会 「
吾
野
の
歴
史
」

　
　
　
　
　
　
　
　
講
師
　
金
澤
花
陽
乃
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
飯
能
市
立
博
物
館 

学
芸
員
）

▽
例
会
予
定

　・六
月
十
五
日(

土)

　・九
月
十
七
日(

金) 

見
学
旅
行

　・十
二
月
十
四
日(

土) 
　・二
月
十
五
日(

土) 
▽
郷
土
は
ん
の
う
発
行

　・三
月
三
十
一
日
　
四
〇
号

　
　
　
新
会
員

　
　
　
　
　
加
藤
良
夢
氏(
双
柳)

　
　
　
　
　
末
松
良
江
氏(
南
町)

図
と
比
較
し
て
も
類
を
見
ま
せ
ん
。

　

製
作
に
中
心
的
に
関
わ
っ
た
人
物
は
、

飯
能
村
名
主
の
大
河
原
又
右
衛
門
と
、高

麗
郡
楡
木
村
名
主
の
清
兵
衛
で
す
。

　

川
や
沢
な
ど
は
青
、道
は
赤
、畑
は
黄
、

水
田
は
灰
、
山
は
緑
、
屋
敷
地
は
白
に
塗

り
分
け
ら
れ
、当
時
の
土
地
利
用
の
様
子

が
う
か
が
え
ま
す
。
大
通
り
を
中
心
と

す
る
道（
往
還
）や
能
仁
寺
、諏
訪
明
神
社

（
現
、
諏
訪
八
幡
神
社
）
な
ど
の
寺
社
、
愛

宕
山（
現
、天
覧
山
）や
多
峯
主
山
の
様
子

な
ど
も
忠
実
・
精
緻
に
描
か
れ
て
い
ま

す
。

◎
平
成
三
十
年
度
事
業
報
告

▽
総
会

　・四
月
二
十
一
日(
土)

　
　 

講
演
会

  「
飯
能
市
立
博
物
館
の
こ
れ
か
ら
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
師
　
尾
崎
泰
弘
氏

        

　
　
　
　
　
　
　
　（
飯
能
市
立
博
物
館 
館
長
）

▽
例
会

　・六
月
十
六
日(

土) 
  「

戦
国
時
代
と
飯
能
武
士
」　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
師
　
高
澤
　
等
氏

        

　（
日
本
家
紋
研
究
会
会
長・郷
土
史
研
究
会
理
事
）

　・八
月
十
八
日(

土) 
  「

高
麗
郡
と
武
蔵
国
分
寺
造
営
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
師
　
須
田
　
勉
氏

　
　
　（
日
本
高
麗
浪
漫
学
会
会
長・元
国
士
舘
大
学
教
授・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郷
土
史
研
究
会
会
員
）

　・十
月
十
二
日(

金)

　
　
県
内
研
修 

　

10
月
12
日
に
、深
谷
市
を
中
心
と
し
た

明
治
の
貴
重
な
近
代
化
遺
産
お
よ
び
そ

の
他
の
史
跡
を
巡
り
ま
し
た
。

　

渋
沢
栄
一
に
ま
つ
わ
る
数
々
の
重
要

文
化
財
・
旧
跡
を
巡
っ
た
後
、
深
谷
市
教

育
委
員
会
の
知
久
裕
昭
氏（
昨
年『
武
蔵

国
幡
羅
郡
か
ら
見
た
古
代
史
』
を
上
梓
）

の
案
内
で
、古
代
榛
沢
郡
の
正
倉
と
推
定

さ
れ
る
中
宿
古
代
倉
庫
群
跡
・
平
家
物
語

で
知
ら
れ
る
岡
部
六
弥
太
の
墓（
岡
部
氏

に
つ
い
て
は
今
号
の
高
澤
氏
の
論
考
も

参
照
し
て
く
だ
さ
い
）・
東
京
駅
や
赤
坂

離
宮
に
使
わ
れ
た
煉
瓦
を
製
造
し
た
煉

瓦
製
造
施
設
等
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

普
段
は
立
ち
入
る
こ
と
の
で
き
な
い

施
設
も
多
く
、
ま
た
古
代
か
ら
中
世
・
近

代
を
一
望
で
き
る
、実
り
あ
る
旅
行
で
し

た
。

　

飯
能
村
絵
図
」
は
、
平
成
30
年
６
月
29

日
に
第
76
号
飯
能
市
指
定
有
形
文
化
財

（
歴
史
資
料
）に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
絵
図
は
、武
蔵
国
高
麗
郡
飯
能
村

全
域
が
１
/
６
０
０
の
縮
尺
で
正
確
に

描
か
れ
た
、天
保
13
年（
１
８
４
２
年
）に

完
成
し
た
と
さ
れ
る
縦
横
約
３
メ
ー
ト

ル
の
極
め
て
大
き
な
絵
図
で
、「
飯
能
」村

の
近
世
後
期
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
唯
一
の
絵
図
で
あ
り
、そ
の
精
細
さ

は
本
市
域
に
残
さ
れ
て
い
る
他
の
村
絵

飯
能
郷
土
史
研
究
会
の
活
動

郷土はんのう

印
刷
所
　（
有
）ビ
イ
・
ユ
ー
ス
フ
ル

題　

字　

大
野
亮
弘

〒
357-

0034

埼
玉
県
飯
能
市
東
町
三
一
ー
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
堀
越
方
）

　
　
　

 　
　
　

電
話
九
七
三
ー
三
三
八
一

発
行
所　
　

飯
能
郷
土
史
研
究
会

発
行
日　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日

郷
土
は
ん
の
う　

 

第
三
十
九
号

県
内
研
修 

「
渋
沢
栄
一
と
日
本
近
代
化
遺
産
」

　

表
紙
の
写
真

編
集
後
記

　

訃
報

　
　

中
野　

亨
氏 (

小
岩
井)

　
　
　

　
　
　

謹
ん
で
ご
冥
福
を

　
　
　

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。


